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A. 研究目的 
静岡県内において活動する肝炎医療コーディネ

ーターの養成状況と活動内容把握を行った。 

B. 研究方法 
静岡県で行われた肝炎医療コーディネーター研
修会参加者の背景を調査し、活動内容と問題点の
聴き取りを行った。 
 
C. 研究結果 
静岡県では平成 23 年の肝炎対策基本指針策定
に伴い「地域肝炎治療支援者（コーディネーター）」
養成研修が開始され、平成 27年までに延べ 354人
が研修を修了した。その後、平成 28 年の肝炎対策
基本指針の改正に伴い、肝炎医療コーディネータ
ー育成強化が盛り込まれ、平成 30 年より名称を
変更して「肝炎医療コーディネーター養成研修会」
が再開された。平成 30 年の 2 回の養成研修では
合計166人の新規コーディネーターが養成された。
平成 30 年に養成されたコーディネーターの職種
は看護師が 56名（33.7%）と最も多く、次が保健
師の 39 名（23.5％）、事務員・事務補佐員 18 名
（10.8%）であった。所属勤務先では静岡県肝疾患
拠点病院所属が 80名（48.2%）と最多であり、次
が市町や保健所などの行政機関所属42名（25.3％）
であった。一方、肝疾患かかりつけ医所属のコー
ディネーターは 26名（15.7%）にとどまり、静岡
県下に281医療機関が指定されている肝疾患かか
りつけ医における肝炎医療コーディネーター整
備が問題点と考えられた。同様に、健保組合から
の参加者も 4名（2.4％）と少なく、職域における
整備も問題点と考えられた。現在静岡県内で行わ
れている実際の肝炎医療コーディネーターの活

動としては、拠点病院において肝疾患相談支援セ
ンターにおける相談業務や肝臓病教室開催、院内
感染症対策の一環としての医療従事者への肝炎
ウイルスに対する教育講演などが行われていた。
行政に所属する肝炎医療コーディネーターはウ
イルス検査陽性者への受診勧奨が主なものであ
った。かかりつけ医における活動はウイルス検査
結果説明が主なものであったが、非専門医療機関
に所属する看護師が月1回の外来を担当する肝臓
専門医と協力して、拠点病院への通院が困難であ
った C型肝炎患者に対する DAA治療を行っている
事例もあった。次年度からは新規肝炎医療コーデ
ィネーター養成に加えて、フォローアップ研修も
行われる予定であり、他県での活動事例の情報共
有も予定されている。 
 

D. 考  察 
静岡県でこれまで養成された肝炎医療コーディ
ネーターは主に市町行政所属の保健師と拠点病
院所属の看護師である。両者の受けた肝炎医療コ
ーディネーター研修は同一であるが、所属する職
場により活動内容や抱える問題は異なっていた。
このため、肝炎医療コーディネーター研修では、
肝炎・肝疾患に関する基本的知識のアップデート
に加えて、肝炎医療コーディネーターの所属先や
業務内容に応じた細かい情報提供や、活動支援資
材の開発が必要と考えられた。 
 

E．結  論  

肝炎医療コーディネーターは職場によりニーズ

や問題点が異なるため、活動内容に応じたきめ細

かい情報提供や支援体制が必要と考えられる。 

 

研究要旨：静岡県の肝炎医療コーディネーターの養成状況と活動の調査を行った。平成 30 年
の 2回の養成研修では合計 166人の新規コーディネーターが養成され、過去の研修と合わせての
べ 520 人が県内でコーディネーター研修を修了した。これまで養成された肝炎医療コーディネータ
ーは主に市町保健師と拠点病院看護師であり、所属先に偏りが見られた。また、所属する職場によ
り活動内容や抱える問題点が異なるため、肝炎医療コーディネーターの所属先や業務内容に応
じた細かい情報提供や、活動支援資材の開発が必要と考えられた。 
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F． 健康危険情報 
なし 

G． 研究発表 
１．論文発表 
なし 
２．学会発表 

なし 
H． 知的財産権の出願・登録状況 
1.特許取得 なし 
2.実用新案登録 なし 
3.その他 なし 

 


